
　

本
郷
か
ら
下
黒
坂
に
か
け
て
の
日
野
川
一
帯
は
「
寝
覚
峡
」
と
呼
ば
れ
、
川

幅
が
狭
ま
り
奇
岩
が
続
く
景
勝
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
辺

り
の
川
岸
は
、
珍
し
い
キ
シ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
地
で
も
あ
り
ま
す
。
5
月
の
開
花

時
期
に
は
両
岸
に
愛
ら
し
い
ピ
ン
ク
の
花
が
映
え
、
い
っ
そ
う
美
し
い
景
色
が

楽
し
め
ま
す
。

　

こ
の
寝
覚
峡
に
、
そ
の
昔
、
「
孫
四
郎
橋
」
と
呼
ば
れ
る
橋
が
架
け
ら
れ
て

い
た
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

天
保
2
（
１
８
３
１
）
年
、
当
時
の
下
黒
坂
村
根
妻
と
渡
村
岩
田
の
間
に
あ

る
藪や

ぶ

つ津
と
呼
ば
れ
る
所
に
、
日
野
川
で
初
め
て
半
永
久
的
な
木
の
橋
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
洪
水
の
た
び
に
両
岸
の
交
通
が
途
絶
え
る
こ
と
を
少
な
く
す
る
た

め
、
本
郷
に
住
む
舟
越
孫
四
郎
が
架
け
さ
せ
た
も
の
。
村
人
た
ち
は
孫
四
郎
に

感
謝
し
、
こ
の
橋
を
孫
四
郎
橋
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
以
来
、
10
年
ご
と
に
架
け
替
え
や
大
修
理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
18
（
１
８
８
５
）
年
、
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
が
開
通
し
、
藪
津
橋
が
架
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
た
た
め
、
孫
四
郎
橋
は
廃
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
お
、
孫
四
郎
橋
跡
に
は
、
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
で
も
柱
穴
が
岩
盤
に
残
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

入
沢
）
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ま
ち
の
文
化
財
・
史
跡
を
歩
く
　
　
其
ノ
三

　

史
跡
や
文
化
財
に
つ
い
て
、
樹
木
の
伐
採
や
工
事
な
ど
、
保
存
に
つ

い
て
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
す
る
と
き
は
、
現
状
変
更
の
届
出
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
電
話
72
‐

１
３
０
０
）
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】
文
化
財
の
現
状
変
更
に
は
届
出
が
必
要
で
す

今ではラフティングで景色が
間近に楽しめる

■
寝ね

ざ

め

き

ょ

う

覚
峡
と
孫ま

ご

し

ろ

う

ば

し

四
郎
橋

 町タクシー利用者補助金の見直し

12
月
1
日
か
ら

75
歳
以
上
の
運
転
が
で
き
な
い
人
が
す
べ
て

助
成
対
象
に
な
り
ま
す

　

町
で
は
4
月
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
12
月
1
日
か
ら
75
歳
以
上
の
運
転
で
き
な

い
人
を
す
べ
て
助
成
対
象
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
そ
の
ほ
か
の
対
象
者
に
つ
い
て
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
し

い
助
成
要
件
な
ど
は
、
役
場
企
画
政
策
課
（
72
‐
０
３
３
２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

制度の概要
■対 象 者　①自動車の運転ができない 75 歳以上の人（12 月 1 日から）

　　　　　　② 65 歳以上の人で、地域の事情などにより公共　　

　　　　　　　交通機関の利用が難しく、かつ自動車の運転が　　

　　　　　　　できない人

　　　　　　③在宅で要介護認定を受けている人（要支援は除く）　

　　　　　　④身体に障がいがある人（自動車税免除要件に当てはまる人）

■助成内容　日本交通（株）根雨営業所のタクシーを利用した　　

　　　　　　場合、タクシー運賃の 5割を助成（上限 1回 2,400

　　　　　　円）します。（町：4割、日本交通（株）根雨営業所：1割）

■申請方法　所定の申請書により、役場企画政策課または健康

　　　　　　福祉課、黒坂支所に申込んでください。

　　　　　　審査の結果、対象者には認定証と助成券を交付し　　

　　　　　　ます。

■利用方法　①日本交通（株）根雨営業所のタクシーに乗車の　　

　　　　　　　際、認定証を提示する。

　　　　　　②降車の際、助成券を運転手に渡し、助成額を差　　

　　　　　　　し引いた料金を支払う (助成限度額 2,400 円を　　

　　　　　　　超える料金は本人負担）。

（町内に住所がある人が対象です）

▶利用登録・サービス利用は無料ですが、通信料は利用者負担です。
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（市町村）（気象庁）

▼

ＮＴＴドコモの携帯電話をお使いの皆さんへ

緊急地震速報 避難情報や を受信できる

緊急速報「エリアメール」
　　　　　　　　　　　をご利用ください

　この緊急速報「エリアメール」は、気象庁が配信する緊急地

震速報や、市町村が配信する避難情報を、回線混雑の影響を受

けずに受信することができるサービスです。

　被災の恐れのある地域に一斉に配信され、受信設定した携帯

電話で受信できます。月額使用料のほか、通信料や情報料も含

めすべて無料で利用できます。

設定方法は簡単です

①緊急速報「エリアメール設定

　を選択します

「メール　　」

▼

緊急速報

「エリアメール」

設定

▼

②受信設定を選択 ③注意事項を確認のうえ、

　「利用する」を選択

緊急速報「エリアメール」

設定

１．受信設定

～

受信設定
ご注意

（必ずお読み下さい）

～
利用する

利用しない【事前の受信設定が必要な機種】

906i、905i、706i シリーズ（NM706i、

L706i、SH706ie を除く）、N705i、

P705i、N705i μ、P705i μ、SO705i、

PROSORID μ、らくらくホン V、

らくらくホン プレミアム

※詳細は機種によって異なります。

　ＮＴＴドコモの携帯電話を使用している人は、エリアメール

の受信設定をしていただくか、受信設定されているか確認して

ください。

日野町も
「避難情報」の配信を
行います。
受信設定ができていれば、
自動で受信できます。

ＮＴＴドコモ以外の携帯電話を使っている人などは、
鳥取県などが配信する「あんしんトリピーメール」をご利用ください

　あんしんトリピーメール（鳥取県安心安全情報配

信・収集システム）は、携帯電話に気象情報などの

安心安全情報を即時に配信します。

【配信する情報】※原則、鳥取県内に関するもの

●避難勧告などの防災・危機管理情報

●気象注意報・警報　●地震情報（震度 3以上）

●通行止めや列車遅延情報　●防犯情報　など

【登録方法】※どちらでも登録することができます。

①次のアドレスに、件名・本文を入れずにメール

　を送信し、設定方法に従ってください。

　ｓ -ｔｏｔｔｏｒｉ -ｓａｆｅ＠ｘｐｒｅｓｓｍａｉｌ．ｊｐ

②ＱＲコード対応の携帯電話からは下図を読み取り、

　設定方法に従ってください。

▶利用登録・サービス利用は無料ですが、通信料は利用者負担です。


